
モニタリング項目：地域資源とその活用の動向 視点：地域における社会的ネットワークの構築の動向はどうなっているか。

指標：大学等における共同研究センター等の設置率及び共同研究数
（三大都市圏、ブロック別数）

大学等における共同研究センターの設置率では、四国、九州沖縄、近畿が高い。しかし、大学等が企業等と実際に行っ
た共同研究数でみると三大都市圏の数が全体の４割を占めている。
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ブロック別大学等における共同研究センター
等の設置率

（％）

（出典）文部科学省HP.、広島大学経済学部付属地域経済システム研究センターHPより、国土交通省国土計画局作成。

ブロック別共同研究数の推移

（注）１．設置率とは、各ブロック内の大学、短期大学、高等専門学校の総数に対する各大学等に共同研究センター、産学官連携窓口、
地域研究機関が設置してある割合である。
２．関東、中部、近畿ブロックの数値は、各々、東京圏、名古屋圏、関西圏の数値を除したものである。
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■国土のモニタリング


